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１．はじめに 

 ニッケル(Ｎｉ)系高耐候性鋼(３％Ｎｉ海浜耐候性鋼)は、耐塩分性を向上させた耐候性鋼として新日鐵によ

りH10 年に開発製品化され、北陸新幹線北陸道架道橋(橋脚及び上部工)に初めて採用された １) 。以来､本鋼

材の適用は累計で約１７千ton(４５橋以上)に及んでいる。北陸新幹線北陸道架道橋は日本海親不知海岸より約

600ｍ山側に位置する北陸自動車道・青海高架橋の上を約１５度で交差する高飛来海塩粒子環境下で無塗装使用

を積極的に採用した鋼複合橋梁で､LCC(ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ)低減を目的としてＮｉ系高耐候性鋼(３％Ｎｉ海浜耐候性

鋼)を適用し且つ､初期流れさび防止のためさび安定化処理を施している。本試験は実橋に用いたＮｉ系高耐候

性鋼とさび安定化表面処理､及び比較水準として従来耐候性鋼を組込んだ模擬橋梁試験体と､更に溶接構造用鋼

を含めた小型試験片を橋梁建設地に設置した大気中暴露試験で、実橋梁に近い条件下での当該暴露試験は実橋

に替わり各部材位置の経年変化を詳細に観察するものである２) 前報では暴露開始から３年経過した時点の

腐食による板厚減少及びさびの生成状況を報告した3)4)。それら結果をレビューしながら、同時期に建設された

土佐くろしお鉄道奈半利橋への実橋および曝露試験梁１年目調査結果を報告する。 

尚､ニッケル系高耐候性鋼の名称は､本鋼材の適用環境として海水飛沫がかかる場合にも適用可能との誤解

を与えるとの学会ご指摘を踏まえ､鉄鋼連盟にて名称統一を図ったものである｡ 

 

２．試験概要 

[北陸新幹線北陸道高架橋］ 

本試験体は新潟県青海町の北陸自動車道・青海高架橋の下り車線橋脚下の民有地(日本海側から約 600m)に平

成 11年 3月に設置した｡試験体はｺﾝｸﾘｰﾄ床版を有する２主鈑桁橋を模擬している｡模擬橋梁試験体は青海川の川

沿い東岸に鈑桁ｳｪﾌﾞ面を南北(北が海の方向)に向けて設置している。また、詳細調査のため小型試験片(寸法：

6×50×150mm)による暴露試験も同時に並行して実施している。小型試験片は暴露開始後 1,3,5,10 年で回収し

調査する計画で､第３報にて報告したとおり暴露開始後 3 年目の試験片まで回収済みである｡ 暴露試験実施場

所の腐食環境は、青海川沿いの谷部で海岸からは平坦な扇状地となっており､青海川の西側は急峻な斜面となっ

ている｡従って、季節風が強い冬季には海から吹き上げる北風により塩分の影響を強く受けるものと思われる｡

飛来塩分量を平成 11 年から 12 年にわたり測定した結果、大きい年で年間平均 0.113mddを示した。一方模擬試

験体内部で測定した飛来塩分量は 0.019mddと低い値である３)。 

 

［土佐くろしお鉄道奈半利橋］ 

本試験体は、高知県安芸郡田野町を流れる奈半利川に架けられた土佐くろしお鉄道の走る奈半利橋（裸仕様）

と、高さをほぼ同様とするため近傍の民家屋上に平成１３年７月に設置した。民家屋上であるため、北陸新幹

線北陸道高架橋近くに設置した曝露試験体とは異なり、溶接で製作した 200x200x800mm程度の比較的小さなＩ

ビーム状の試験体４本のみである。試験実施場所の腐食環境は、奈半利川沿いに太平洋から吹き上がる南風に

より塩分の影響を受けるものと思われる。したがって、季節風が強い夏期にはその影響が強まると思われる。

飛来塩分量測定は実施しておらず、曝露開始から１年後に測定した試験体の付着塩分量は、降雨で洗浄されに

くい上フランジ下面にて約 250mg/m2であった。この結果から推定して年平均で約 0.25mdd程度の飛来塩分量と

推定している。 
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写真１ 曝露試験場所から望む土佐くろしお鉄道奈半利橋 
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図１ 試験体のレイアウト 
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